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一146一　脳血流のFuncti。nal　Image（2）臨床応用
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　gamma　scintillation　cameraとオンラインRIデー

タ処理装置を用いて，脳血流のfuncti。nal　imageを

開発し．臨床応用を試みたのでその実際例を報告する。

我々の脳血流functi。nal　imageの特徴は，汎用の

gamrna　scintillation　camera（日立製）とオンライン

接続のミニコンピュータシステム（Hitac　10，16KW）

を用いたこと，data　assessmentに要する時間が，最

低5分程度と短時間であることなどから，日常診療の

routine　w。rkとして使用できることである。さらに，

脳半球血流量のみならず2百数十点における局所脳血

流の分布図が得られることは，定量値と画像の2種の

情報を観察できるという大きな特徴をもっていること

になり，生理的な状態での局所の脳血流と脳機能との

関係を明らかにしたり，病巣部位と非病巣部位での血

流の違いや相互関係を明らかにしうるということが可

能になる。

れ㌶；，禦㌫鑑罐麟：：欝
葉一側頭葉の運動領野および桧頭葉の視覚領野に一致

して血流量の増加を認めた。さらにCO2負荷を加える

ことによる局所脳血流の変化をも観察した。局所の血

流異常のあると考えられるA－Vmalf。rmati。nやbrain

tum。rの症例について，局所脳血流量の分布図を観察

し，さらに病巣部位と非病巣部位でのCO2吸入や

hyperventilation‘ζよる血流分布の変化を観察した。

また，脳硬塞症例について，脳血管写上，閉塞例およ

び非閉塞例に分けて，それぞれ局所脳血流量の分布図

を観察した。さらに．対側総頸動脈圧迫，hyperven－

tilation，　CO2負荷および上下肢運動などの負荷を行

い血流分布の変化も観察した。
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　System－Jt1OのDetActOrはO．　8×O．　8×38　enの柱状の

Crytlユ　％子を各々真鍮で区1葡し14行21～；ilの一tト

リックスに配列したMulticrysta1方式である）全bYt

作はC㎝putgrizedされ、　Program内臓方式でBOOt－

8trapはHard　化され迅速な処理が可能である。Frane

（14×21マトリックスの素子）間の四則演算及び常数の

乗算が素子毎に可能である（Data　Procoss）。演算払米

はCryBta1毎に数値として表示される。又カラーで6

色、Dlarnond　dieplayで3段階合計18段階が表示さ

れ、その段階はDi　splayで上限（ACT．　RANQE　？S）～

下限（ACT．　LEVEL　　％）を等分したCOIer－d±aTnOr、d

scaleになっている。我々はiS8－Xe　5・mciを内鹿動

脈にカテーテルを介して注入し、同時に1Bec／Erame

で約11分聞のData　を集収した。けta　処理にっい

ては本SyetemではHetght　Ov6r　Area法が最も適して

いると思われるのでClearanc6　curv8の？oakより2』‘

soc間をHoとし、　Data　proceesの機能を利川して

Ho－Hloを求め「1‘1じくPeakのFramnより10分間（600

fl’r　am　－D）　をりli算し、総ceUntからB・GをHoの5～10％

として滅じ、Aを求め、そして各々のPrameを9tOre
し局所血流分布を（HO－H‘o）×1．15／A（1．15…平均

分配恒数）として．’Rめた。

　Sy8tom－70を用hたFunctiOna11tnageの1～；製は撫

作が簡単かっ迅速で中間結果及び最終処理結果が容易

K得られ、カラー表がによって臨床的に局所の機能の

i識兄1」がより谷易となったo
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